
【資料１】 

平成２８年度の主な取組みについて 
区 分 

実 施 内 容 （平成２８年９月３０日現在）  具 体 的 施 策 

項  目 

１ 動物愛護についての啓発推進 

（１）動物愛護思想の普及啓発

○動物愛護フェスティバル 【継続】 ○新会場(平成２７年度～)で開催

・日時    １０月３０日（日）10:00～15:30 

・会場    舞鶴公園 

・平成２７年度参加者  約4,500名（犬 約1,400頭） 

○シンポジウムの開催   【継続】 ○シンポジウム開催 

「猫の生態を知り，猫との共生について考える」(仮題) 

・日時         平成２９年１～２月頃開催予定 

・平成２７年度参加者  ４３名 

（２）ハローアニマルの充実

○ハローアニマル（旧ふれあい教室）

の見直し        【継続】 

○適正飼育の理解を進めるため実施内容を見直し

・平成２８年度から小学生中高学年を中心に実施

・動物とのふれあいから講話中心の取り組みへ移行

[実績] ハローアニマル(モデル犬活用) ２３校 ４１回

ハローアニマル(道徳授業)    １校  ２回 

  [予定] ハローアニマル(モデル犬活用) １２校 ３９回 

  ハローアニマル(道徳授業)    ２校  ８回 

２ 適正飼育の推進 

（１）適正飼育の啓発

○多様な広報媒体の活用  【継続】 ○SNSへ随時情報掲載：福岡市保健福祉局Facebook 

  福岡市広報戦略室twitter，LINE 

○市政だより掲載        [実績] ２回 

○テレビや新聞などによる取材  [実績] ２２回 

○民間の情報誌(フリーペーパーなど)を活用した広報の検討

（５）多頭飼育問題対策

○多頭飼育の実態の把握 【短期】 ○高齢者福祉及び生活保護担当部局との連携 

ケアマネージャーやケースワーカーに対するアンケート調査

を行い，多頭飼育の実態把握に努める。 

○多頭飼育者に対する指導 【継続】 ○苦情などで把握した飼育者に対し定期的に指導

  [実績] ５件の多頭飼育者を指導 

３ 猫問題対策 

（２）飼い主のいない猫問題対策の実施

○猫の飼い主に対する指導啓発 ○「福岡市猫との共生ガイドライン」の見直し

議事（４）参照

○地域猫活動の支援方法の検討

【中期】 

○支援地域の認定の際に地域での合意形成に対する支援を強化

議事（５）参照

○猫への無責任な餌やり防止対策

【中期】 

○地域猫以外の方法による野良猫対策を検討する。

議事（５）参照
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区 分 

実 施 内 容 （平成２８年９月３０日現在）  具 体 的 施 策 

項  目 

４ 譲渡及び返還の推進 

 （１）譲渡事業の充実 

 ○子猫の譲渡方法の確立  【短期】 ○ミルクボランティア制度の開始 

  議事（２）参照 

○多様な広報媒体の活用  【継続】 ○SNSへ随時掲載：福岡市保健福祉局Facebook 

         福岡市広報戦略室twitter，LINE 

○市政だより掲載  [実績] １回(再掲) 

○民間の情報誌(フリーペーパーなど)を活用した広報の検討 

５ 狂犬病予防 

 

 

（１）犬の登録率及び狂犬病予防注射実施率の向上 

 ○飼い主指導       【短期】 ○注射未実施の飼い主に対する通知方法（再々通知の実施） 

  通知回数：4月・7月・9月(３回)の継続 

○集合注射のあり方の検討 【短期】 ○集合注射日時のＳＮＳを利用した広報 

  当日の集合注射情報を福岡市twitterに掲載 

○多様な広報媒体の活用  【継続】 ○市政だより掲載  [実績] ８回 

○街頭キャンペーン実施：集合注射に合わせ延べ５回 

○SNSへ随時掲載：福岡市広報戦略室twitter，Facebook 

○民間の情報誌(フリーペーパーなど)を活用した広報の検討 

６ 監視指導 

 （１）動物取扱業者の監視指導 

 ○動物取扱業者の資質向上 ○動物取扱業サポート店制度の検討 

  議事（３）参照 

７ 体制及び制度 

 ○動物愛護団体との連携及びボランティアの受入れ  

 ○活動の機会の創出    【継続】 

 

○わんにゃんよかイベント・犬猫よろず相談・街頭キャンペーン

等の実施 

○ミルクボランティア制度の開始 

  議事（２）参照 

８ 危機管理対策 

  ○災害発生時の対応    【短期】 ○災害発生時対応マニュアルの策定 

  福岡県と連携して策定中 

○狂犬病発生時の対応   【短期】 ○狂犬病対応マニュアルの策定 

  福岡県のマニュアル(H28年6月策定)に準じた形で策定中 

 


